
登録機関業務／利用支援 ①情報支援、講習会等開催

利用者情報支援システム

技術情報、利用情報

利用成果報告

利用報告書公開
（検索システム）

発表論文検索システム

◆技術情報、利用情報提供
◆利用研究成果提供
◆利用者情報支援システム
◆講習会・研修会・ワークショップ等開催

講習会、実地研修会等の開催

14



共用BL（全26本）実験ハッチにおいて様々な利用分野/利用手法に使用される測定機器の例

BL実験ハッチ

◆利用実験支援
◆利用実験結果の解析相談等支援
◆当該利用期における利用予定者や次期利用希望者からの技術的問い

合わせに対する相談対応
◆次期公募課題の当該BLにおける技術的実施可能性等審査対応
◆講習会、研修会、ワークショップ等の企画・立案・実施
◆企業等への利用プロモーション活動
◆学会等での最先端利用研究情報の収集・まとめ、SPring-8への応用検討
◆放射線管理区域内にて多数の利用者が同時に行う放射光利用研究に係

る利用者への助言、指導

登録機関業務／利用支援 ②BL技術支援、安全指導

15



ユーザー登録、課題申請

利用研究課題（実験）実施

利用報告書提出

論文等成果公表

ユ ー ザ ー 側ユユ ーー ザザ ーー 側側 施 設 側施施 設設 側側

利用者（利用研究課題）選定

BL技術審査、安全審査
科学分野別のレフェリー評価
利用研究課題審査委員会分科会審査
利用研究課題審査委員会選定

→ 採否決定、通知

公募締切

課題公募（Web、学会誌等）

公募公示期間
（1ヶ月間程度）

選定作業
（1ヶ月間程度）

利用事前手続（放射線業務従事者登録、試料持込申請 等）

年間運転スケジュールに基づく
ビームタイム利用時期、配分枠調整

年2回の
利用期開始
半年程度前

選

定

委

員

会

の

意

見

聴

取

講習会等による講習会等による

利用プロモーション利用プロモーション

実地研修会実地研修会
（基本的な利用技術習得）（基本的な利用技術習得）

SPringSPring--88でのでの

利用可能性等相談・検討利用可能性等相談・検討

利用応募事前相談利用応募事前相談

利用実験事前相談利用実験事前相談

利用実験支援利用実験支援

データ解析支援データ解析支援

共用BL利用・支援の流れ
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SPring-8利用制度
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利用者選定及び利用制度の変遷

○平成9年10月の供用開始以降平成14年度までの共用BLにおける利用制度は、平等、公平に多く
の研究者に時間を配分することに主眼

○平成13年下期より、産業利用に特化した共用BLの稼働開始に合わせ、産業界の利用初心者や
未経験者の利用を促進するための施策「トライアルユース」を開始。
また、利用研究課題選定において産業利用の観点を重視した「産業利用分科会」を設置。

○平成14年9月、国（科学技術・学術審議会 研究計画・評価分科会）により取りまとめられた「大型
放射光施設（SPring-8）に関する中間評価」において、利用者選定及び利用制度に関し

◆ 戦略的な研究の推進
◆ 成果を重視した課題選定

を行うべきと提言

○「産業利用促進トライアルユース」や、平成14年度より導入した国のプロジェクト「タンパク3000プロ
ジェクト」や「ナノテクノロジー総合支援プロジェクト」を背景に、平成15年度より従来のシンプルな
利用制度を一新し、大きく「一般利用研究課題」と「重点利用研究課題「一般利用研究課題」と「重点利用研究課題」に二極化。

○施設性能を最大限引き出すために、平成15年度より利用者指定制度（パワーユーザー制度）を重
点利用の一つとして導入。

○専門の放射光利用スタッフを確保することが困難な企業の利便性拡大等を図るため、実験試料を
SPring-8へ送付し、 SPring-8（JASRI）のスタッフがユーザーに代わって測定を行う「測定代行」
利用制度を、試行期間を経て平成20年度より本格導入。
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1997 1998
97B 98A 99A 99B 00A 00B 01A 01B 02A 02B 03A 03B 04A 04B 05A 05B 06A 06B 07A 07B 08A 08B 09A 09B

トライアルユース 重点産業利用（トライアルユース）

ナノテクノロジー支援

タンパク3000

2007 2008 20092003 2004 2005 20061999 2000 2001 2002

重点タンパク500

重点戦略

1年課題（対象BL1本） （対象BL4本） （対象BL7本）

生命科学分科会留保シフト

特定利用課題 長期利用課題

萌芽的研究課題

成果公開優先利用 [有償利用]

一般課題・緊急課題

一般成果専有課題・時期指定課題 [有償利用]

拡張MB

重点メディカルバイオ（MB）・トライアルユース

重点産業利用戦略活用プログラム

重点ナノテクノロジー支援

12条戦略

重点パワーユーザー

重点ナノテクノロジー支援

共用BL利用制度等変遷

重
点
研
究
課
題

19

測定代行
（成果専有時期指定課題の一形態）



文部科学省
交付金

選定委員会選定委員会

レフェリーレフェリー レフェリーレフェリー レフェリーレフェリー レフェリーレフェリー レフェリーレフェリー レフェリーレフェリー レフェリーレフェリー

多数の専門家による多層的・多面的な選定プロセスを経て、
年間2,000件以上に及ぶ共用BL応募課題を選定

多数の専門家による多層的・多面的な選定プロセスを経て、
年間2,000件以上に及ぶ共用BL応募課題を選定

利用者選定スキーム

重点ﾅﾉﾃｸ
分科会

重点ﾅﾉﾃｸ
分科会

重点産業
分科会

重点産業
分科会

重点MB
分科会

重点MB
分科会

生命科学
分科会

生命科学
分科会

散乱・回折
分科会

散乱・回折
分科会

XAFS・蛍光
分析分科会

XAFS・蛍光
分析分科会

分光
分科会

分光
分科会

専用施設
審査委員会

専用施設
審査委員会

PU審査
委員会

PU審査
委員会

長期利用
分科会

長期利用
分科会

利用研究課題
審査委員会

利用研究課題
審査委員会

登録機関JASRI

（共用促進法第16条）

20



共用BL利用研究課題審査基準

○○○（4） 実験の実施可能性

○○○（5） 実験の安全性

○×（同上）○（3） 科学技術基本法や社会通念等に対する妥当性

×○○（2） 研究手段としてSPring-8の必要性

××

競争的研究

資金獲得時

の審査結果

を尊重し、

二重の審査

を行わない

○（1） 科学技術的妥当性

イ）研究課題の先端性及び当該研究課題を含む

科学技術分野の発展性ないしは新分野開拓への寄与

ロ）期待される研究成果の基礎的研究分野及び基盤

的技術開発分野への寄与度

ハ）期待される研究成果の産業基盤技術としての重要性

及び発展性

ニ）研究課題の社会的意義及び社会経済への寄与度

※※ 「「重点重点産業分科会産業分科会」」では、ハ）とニでは、ハ）とニ））を重視して審査を重視して審査

成果

専有

課題

成果公開

優先利用

課題

成果非専有

課題

課題の種類

審査基準

※※重点研究課題においては、各利用研究分野等の特性に配慮した審査を行う。重点研究課題においては、各利用研究分野等の特性に配慮した審査を行う。
21



利用の流れ
（共用BLにおける成果非専有利用の場合）

ユーザー登録、課題申請

利用研究課題（実験）実施

利用報告書提出（成果非専有課題のみ、課題終了後60日以内）

論文等成果公表時、特許公開時に登録機関JASRIへ報告

ユ ー ザ ー 側ユユ ーー ザザ ーー 側側 施 設 側施施 設設 側側

利用者（利用研究課題）選定

公募締切

課題公募（Web、利用者情報誌、学会誌等）

公募公示期間
（1ヶ月間程度）

選定作業
（1ヶ月間程度）

利用事前手続（放射線業務従事者登録、試料持込申請、各種特殊実験申請 等）

年間運転スケジュールに基づく
ビームタイム利用時期、配分枠調整

年2回の
利用期開始
半年程度前

→ 次ページ詳細
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利用者（利用研究課題）選定

① BL技術審査及び安全審査
・課題（実験）の実施可能性や安全性について登録機関JASRIの

BL担当者等が審査

② 科学分野別にレフェリー（全20分野/約180名）による評価
・申請者の論文発表状況についても評価
（ユーザーの論文成果発表を促進するため、過去の論文発表状況を
反映した課題審査の仕組みを平成17年度より導入）

③ 分科会（全8分科会/約50名）による審査
・長期利用課題は申請者のヒアリングを実施
・BL毎に一般課題/重点課題別の配分ビームタイムを調整

④ 利用研究課題審査委員会（約20名）による選定

→ 登録機関JASRIが採否を決定、ユーザーへ通知、
採択された利用者名を公表（課題名は利用研究実施後公表）

⑤

選
定
委
員
会
（
12
名
）
の
意
見
聴
取

共用促進法第16条に基づく選定委員会
「登録機関は、利用者選定を行う場合は、施設利用研究に関し学識経験を
有する者からなる選定委員会を設け、その意見を聴かなければならない。」 23



その他その他
・実地研修
・機器入替・調整

登録機関登録機関JASRIJASRIによるによる調査研究等調査研究等
（共用促進法第12条）JASRI利用

重点利用研究課題重点利用研究課題
・領域指定課題（重点ナノテクノロジー支援課題 他）
・利用者指定課題（重点パワーユーザー課題）

一般利用研究課題一般利用研究課題
・通常課題
・緊急課題
・長期利用課題
・成果公開優先利用課題
・成果専有課題（時期指定含む）

一般利用80%80%以上以上

20%20%上限上限

共用BLのビームタイム配分（全体）
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SPring-8の利用状況
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共用BL利用研究課題応募・採択状況
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利用状況
（共用BL利用研究課題の実験責任者所属機関別）

5.3%
6.0%

5.0%

6.7% 6.4%

9.2%
9.7%

12.4%

18.6%

20.0% 19.7%
20.5%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

年

利
用
研
究
課
題
数

（
件

）

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

海外機関

国公立研究機関等

大学等教育機関

産業界

共用BLにおける産業利用の割合

民間企業所属の実験責任者が実施した課題数／全共用BL実施課題数
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（査読有り原著論文等 2009年3月末集計時点）
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JASRIの経験則に基づく登録機関の共通留意事項

30

１．登録機関とユーザーの関係１．登録機関とユーザーの関係
公平・公正な第三者機関である登録機関とユーザーの立場・役割の

明確な区分（緊張関係、対等関係）が必要。一方で、優れた成果創出を

促進するためには、密接な協力関係も必要。

２．登録機関の研究機能２．登録機関の研究機能
多くの優れた利用研究成果を創出するためには、登録機関が主体的に

利用研究を先導することも必要であることから、支援スタッフは利用研究

に関し高度な知見を有すること（共用促進法第12条に基づく施設利用研究の促

進に資する調査研究の実施など）が必須。

３．利用フェーズに応じた支援等３．利用フェーズに応じた支援等
利用立ち上げ期、利用拡大期、成果創出拡大期等々利用フェーズの

見極めと、各利用フェーズに応じた対応（利用制度の構築、支援体制の整備、

支援施策の実施など）が重要。



最後に： SPring-8ホームページ

http://www.spring8.or.jp/ja/

SPring-8に関するあらゆる情報を網羅
31




